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製品の特徴

この度はLite-Puter 製調光卓「CX-804/CX-1204」 をお買い上げ頂
き、誠にありがとうございます。
本製品の性能を十分に発揮させ、末永くお使い頂くために、ご使
用になる前にこの取扱説明書を必ずお読み頂き、大切に保管して

下さい。

Lite-Puter「CX-804/CX-1204」 は定番の簡易調光卓です。主な機
能は「CX-803/1203」を引き継ぎながら、新 たに「FLASH/FADER」
ボタンが追加されました。「FLASH/FADER」の切替設定により、チャ
ンネルチェイス / シーンチェ イス時に FADE をかけることが可能
になりました。ボディーカラーはホワイト。上面パネルの形状が斜
めに設計されている ことによりオペレートもしやすく、フェーダー
も従来品と異なりハイグレードなパーツを採用しています。LED や
パーライ トなど、簡易現場にもお勧めです。

・ 電源 :DC 12V/1A( 電源アダプター付属 ) 
・コントロール：DMX512/1990
・ 調光チャンネル > CX-804 :8ch > CX-1204:12ch
・コネクター :XLR 3-pin,XLR 5-pin,RJ11 フォンジャック (x2)
 ・ 寸法    ・重量
 > CX-804:W237xH53xD186  ・1.5kg  
> CX-1204:W380xH53xD186  ・2.0kg

スペック

この取扱説明書は、IDE コーポーレーション有限会社が制作しています。
発売元：IDE コーポレーション有限会社
〒 530-0015　大阪市北区中崎西 1-1-24
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安全上のご注意
ご使用の前に、かならずよくお読みください。

ここに記載の注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただくためのもので、お客様や他の方々への危害や財産への損害を未然に

ふせぐためのものです。かならず遵守してください。

この取扱説明書は、使用者がいつでも見ることができる場所に保管してください。

警告 「死亡する可能性または重傷を負う可能性が想定される」内容について記載しています。

電源 / 電源ケーブル
電源は必ず交流 100V を使用する。
発電機やステップアップトランスなどは不安定なものがあり
ます。火災や感電のおそれがありますので、使用には充分に
ご注意ください。

異なる電圧機器を混在しない。
電圧・仕様の異なる機器を混在しないでください。

付属の電源ケーブルは、本機専用です。
付属以外の電源ケーブルは、故障・火災・発熱などの原因と
なります。
また日本国外で使用する場合は、お買い上げの販売店または
発売元にご相談ください。

電源ケーブルをストーブなどの熱器具に近づけたり、無理に
曲げたり傷つけたりしない。ケーブルの上に重いものを載せ
ない。
電源ケーブルが破損し、感電や火災の原因になります。

この機器を開けたり、内部部品を分解・改造したりしない。
感電や火災、けが、やけど、または故障の原因となります。
異常を感じた場合は、お買い上げの販売店または発売元にご
相談ください。

この機器の冷却口をふさがないように設置する
ファンなどによる冷却をさまたげないように注意してくださ
い。また、高温を発する場合がありますので、可燃物等から
はなして設置してください。

設置

水に注意
この機器の上に、液体のはいったものを置かない。また、浴室
や雨天・霧の屋外などの湿気の多い場所で使用しない。
本機は屋内専用です。感電や火災の原因となります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電のおそれがあります。

レーザー光を直接見ない。
失明等の原因となる場合があります。

電源ケーブルやプラグが傷んだ場合、または使用中に音が出な
くなったり異臭や煙が発生した場合は、すぐに電源スイッチを
切り、電源プラグをコンセントから抜く。
感電や火災、または故障の原因となります。異常を感じた場合
は、お買い上げの販売店または発売元にご相談ください。

この機器を破損した場合は、すぐに電源スイッチを切り、電源
プラグをコンセントから抜く。
感電や火災、または故障の原因となります。異常を感じた場合
は、お買い上げの販売店または発売元にご相談ください。

注意 「傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定される」内容について記載
しています。

長期間使用しないときや落雷のおそれがあるときは、かなら
ずコンセントから電源プラグを抜く。
感電や火災、故障の原因になることがあります。

電源プラグを抜くときは、電源ケーブルを持たずに、かなら
ず電源プラグを持って引き抜く。
電源ケーブルが破損して、感電や火災の原因になることがあ
ります。

この機器を移動するときは、かならず電源ケーブルなどをす
べて外した上で行う。
ケーブルを傷めたり、機器の破損や傷害の原因となります。

この機器を電源コンセントの近くに設置する。
電源プラグに容易に手の届く位置に設置し、異常を感じた場
合はすぐに電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか
ら抜いてください。また、電源スイッチを切った状態でも微
電流が流れています。長時間使用しない場合は、かならず電
源プラグをコンセントから抜いてください。

直射日光のあたる場所、日中の車内やストーブの近くなど、
極端に湿度が高くなるところ、逆に温度が極端に低いところ、
また、ほこりや振動の多い場所では使用しない。
機器が変形したり、内部の部品が故障する原因となります。

不安定な場所に置かない。
この機器が点灯して故障したり、傷害につながる場合があり
ます。

スモークマシンなど湿気の多い場所での頻繁な使用は避ける。
反射ミラーの劣化など、故障の原因になります。

電源 / 電源ケーブル

設置

異常に気付いたら

レーザー
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テレビやラジオ、ステレオ、携帯電話など他の電気製品の近く
で使用しない。
この機器やテレビ、ラジオ等にノイズが発生する場合がありま
す。

この機器のパネルのすきまに手や指を入れない。
けがや傷害につながるおそれがあります。

この機器のパネルのすきまから金属や紙片などの異物を入れな
い。
感電やショート、火災や故障の原因となることがあります。異
物が入った場合は、直ちに電源スイッチを切り、電源プラグを
コンセントから抜いた上で、お買い上げの販売店または発売元
にご相談ください。

この機器の上に乗ったり重いものを載せたりしない。ボタン
やスイッチ、入出力端子などに無理な力を加えない。
機器の破損や傷害の原因となります。

使用時の注意

正しい端子・ケーブルをご使用ください。

端子名 極性 タイプ

INPUT, OUTPUT
ピン 1：グラウンド（GND）

ピン 2：コールド（-）
ピン 3：ホット（+）

XLR

端子一覧

各部の名称

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11

12

13
14
15
16
17
18
19

スピード / オーディオコントロール
フラッシュ / フェーダー ( チェースモードの設定 )
ブランク   ( 停止 )
シーン / チャンネルコントロール
チェイス 1   ( チェイス 1-4 )
チェイス 2   ( チェイス 5-8 )
プログラム (SH/CH の編集 )
マスター  ( マスターフラッシュコントロール )
マスター -VR ( マスターディマーコントロール )LED
シグナルディスプレー
VR1- - -VR8 設定 1-8 ディミングチャンネル
  リコール 1-8 シーン
1-8  チャンネル / シーン設定 / フラッシュ

電源サプライ :DC12V/1A
電源スイッチ
オーディオインプット /100mV
オーディオ入力感度調整
DMX コネクター：フォンジャック (RJ11)
DMX コネクター：XLR 3pin
DMX コネクター：XLR 5pin

1

2
3
4
5

6
7

8
9

10

11

12

13　　14 　　15　 16　　　　　　　 17 　　18 　19
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基本的な操作方法
■シーンの設定■
CH モードを選択し各チャンネルのフェーダーを任意の位置に
合わせます。[PROG] ボタンを押しながらチャンネルフェーダー
下部のボタンを押しメモリーします。

【STEP1】
[SC/CH] ボタンでチャンネルを選択します

【STEP2】
マスターボリュームを一番上まで上げます

【STEP3】
チャンネル 1-8 までのフェーダーを操作し任意の位置に合わせ
ます

【STEP4】
[PROG] ボタンを押しながら、チャンネル 1-8 までのボタンの
中からメモリーしたいボタンを選択します
note.
仮にマスターフェーダーが 100% で CH フェーダーが 50% の
場合 50% で出力されます。また、マスターフェーダーが 50%
で CH フェーダーが 50% の場合 25% で出力されます。

ch. 1 2 3 4 5 6 7 8
STEP1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
STEP2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
STEP3 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○
STEP4 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

2.CHACE2 を選択した場合

ch. 1 2 3 4 5 6 7 8
STEP1 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○
STEP2 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
STEP3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
STEP4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

【STEP3】
[ スピード ] ボリュームでチェースのスピードを調整します

【STEP4】
[PROG] ボタンでチェースステップの方向を選択できます
1->4 または 4->1
5->8 または 8->5

【STEP5】
[FLASH/FADER] ボタンを押すことでチェースにフェードをか
けることができます。

■チェース■
(1) スピードチェース
　スピードチェースでは２種類のチェースができます
　[1] チャンネルチェース
　[2] シーンチェース
(2) オーディオチェース ( この場合はシーンを入力したものの
再生となります )
チャンネルモード

【STEP1】
[SC/CH] ボタンで CH モードを選択します

【STEP2】
CHACE1 または CHACE2 のどちらかのボタンを選択します
チェースステップについては下記をご参照ください。
※両方のチェースボタンを選択すると両方のチェースを動作さ
せることが可能です。

1.CHACE1 を選択した場合

■シーンの呼び出し■
2-1 でメモリーしたシーンを呼び出す方法を明記しています。
A　:　0%...100%VR コントロール

【STEP1】
[SC/CH] ボタンで SC モードを選択します　※ LED on

【STEP2】
メモリーしたチャンネルのフェーダーを上げシーンを呼び出し
ます
B　:　フラッシュ

【STEP3】
[SC/CH] ボタンを押し SC モードを選択します　※ LED on

【STEP4】
メモリーしたいチャンネルのボタンを選択します
※ボタンの押している間は点灯しボタンを離すと消灯します。
交互に繰り返すことでフラッシュを演出します

■シーンモード■
【STEP1】[SC/CH] ボタンを押し SC モードを選択します LED on
【STEP2】各チャンネルのボリュームを上げます
・[CHACE1] を選択：フェーダー 1-4 を上げるとシーン 1-4 が
チェースします。フェーダー 5-8 を上げるとメモリーしたシー
ンを呼び出すことができます。

・[CHACE2] を選択：フェーダー 1-4 を上げるとメモリーした
シーンを呼び出すことができます。フェーダー 5-8 を上げると
シーン 5-8 がチェースします。
状況に応じてマスターフェーダーで出力レベルを調整すること
ができます

【STEP3】[SPEED] ボリュームでチェースの速度を調整します
【STEP4】[PROG] ボタンでチェースの方向をリバースすること

ができます
【STEP5】[FLASH/FADER] ボタンでチェースにフェードをかけ

ることができます

■オーディオチェースについて■
【STEP1】

[SPEED] ボリュームを AUDIO の文字の位置に合わせます
AUDIO 信号はミキサー背面の INPUT より入力し、感度はとな
りの SENCE ボリュームで調整してください
※必ずしも完全に音と同期するわけではありません

■ BLANK ■
[BLANK] ボタンを押すと暗転することができます


